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書 

評

　
金
廣
植
著

『
韓
国
・
朝
鮮
説
話
学
の
形
成
と
展
開
』

石 

井　
正 

己

日
韓
の
政
治
的
な
対
話
は
硬
直
し
た
ま
ま
進
ま

ず
、
そ
の
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
民
間
の
渡
航
も
困
難
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
の
中
で
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
国
際
学
会
が
始
ま
り
、
学
術
交

流
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
著
者

は
そ
の
推
進
役
を
果
た
し
て
き
た
一
人
で
あ
り
、

近
年
の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
す

で
に
、
日
本
語
で
『
植
民
地
期
に
お
け
る
日
本
語

朝
鮮
説
話
集
の
研
究
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四

年
）、
韓
国
語
で
『
植
民
地
朝
鮮
と
近
代
説
話
』

（
民
俗
苑
、
二
〇
一
五
年
）、『
近
代
日
本
の
朝
鮮

口
碑
文
学
研
究
』（
寶
庫
社
、
二
〇
一
八
年
）
を

刊
行
し
、
本
書
は
そ
れ
ら
に
続
く
四
冊
目
の
論
文

集
に
な
る
。

序
章
で
は
、
朝
鮮
民
間
説
話
の
採
集
と
研
究
を

行
っ
た
人
々
を
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
で
働
い
た
教

育
者
と
日
韓
比
較
説
話
学
を
目
指
し
た
研
究
者
に

分
け
、
本
書
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

新
た
に
発
見
さ
れ
た
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
関

係
者
が
関
わ
っ
た
朝
鮮
総
督
府
調
査
報
告

書
、
近
現
代
の
諸
教
科
書
・
教
師
用
指
導

書
・
趣
意
書
、
近
現
代
に
刊
行
さ
れ
た
説

話
・
童
話
集
、
関
連
論
稿
を
比
較
分
析
す
る

こ
と
で
、
韓
国
・
朝
鮮
民
間
説
話
学
の
形
成

と
そ
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
こ
に
「
近
現
代
」
と
見
え
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。植
民
地
期
の
歴
史
的
な
研
究
だ
け
で
な
く
、

そ
の
遺
産
が
一
九
四
五
年
の
解
放
を
経
て
、
現
代

に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
具
体
的
に
は
、
書
き
下
ろ
さ
れ
た
序

章
と
終
章
を
除
き
、
既
出
の
論
考
全
一
八
章
を
三

編
に
分
類
し
て
収
録
す
る
。

ま
ず
、「
第
1
編　
朝
鮮
総
督
府
学
務
局
の
民

間
伝
承
調
査
と
教
科
書
」
で
は
、
一
九
〇
五
年
に

文
部
省
が
行
っ
た
「
童
話
伝
説
俗
謡
等
調
査
」
に

倣
っ
て
、
一
九
一
〇
年
代
ま
で
に
朝
鮮
で
実
施
さ

れ
た
四
回
の
民
間
伝
承
調
査
に
つ
い
て
現
存
す
る

資
料
を
調
べ
上
げ
て
分
析
し
た
。
そ
の
上
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
報
告
書
に
載
っ
た
民
間
伝
承
が
朝
鮮
総

督
府
編
纂
の
教
科
書
に
組
み
込
ま
れ
た
経
緯
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
期
の

説
話
が
解
放
後
に
も
形
を
変
え
て
教
科
書
に
採
録

さ
れ
て
い
る
連
続
性
と
非
連
続
性
に
言
い
及
ぶ
。

次
の
「
第
2
編　
朝
鮮
説
話
・
童
話
集
の
刊
行

と
比
較
説
話
学
の
展
開
」
は
、
朝
鮮
と
台
湾
の
説

話
集
・
童
話
集
に
関
わ
っ
た
田
中
梅
吉
と
佐
山
融

吉
の
業
績
を
比
較
し
た
上
で
、
田
中
梅
吉
が
朝
鮮

総
督
府
学
務
局
の
調
査
を
も
と
に『
朝
鮮
童
話
集
』

と
『
児
童
絵
本　
小
児
画
篇
』
を
編
ん
だ
こ
と
を

論
じ
る
。
さ
ら
に
、
朝
鮮
語
で
刊
行
さ
れ
た
沈
宜

麟
の
『
朝
鮮
童
話
大
集
』
に
朝
鮮
語
教
育
の
姿
を

見
て
、
中
村
亮
平
の
『
朝
鮮
童
話
集
』
や
立
川
昇

蔵
の
『
新
実
演
お
話
集　
蓮
娘
』
の
改
作
に
触
れ

る
。
そ
の
上
で
、
高
木
敏
雄
・
清
水
兵
三
・
孫
晋

泰
に
よ
る
日
朝
比
較
説
話
学
の
展
開
を
検
討
す

る
。
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続
く
「
第
3
編　
韓
国
・
朝
鮮
民
間
説
話
の
近

代
的
変
容
」
は
、
壬
辰
倭
乱
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）

に
関
連
す
る
各
種
説
話
の
変
容
を
検
討
す
る
。
そ

の
上
で
、日
韓
共
通
の
説
話
と
さ
れ
る
「
瘤
取
り
」

「
も
の
言
う
亀
」「
三
年
峠
」
は
、
朝
鮮
総
督
府
編

纂
の
教
科
書
に
収
録
さ
れ
る
前
に
す
で
に
存
在
し

た
こ
と
を
論
証
す
る
。「
き
こ
り
と
仙
女
」（
天
人

女
房
譚
）
も
す
で
に
植
民
地
期
に
存
在
し
、
解
放

後
も
継
承
さ
れ
て
現
代
に
至
っ
た
経
緯
を
話
型
の

変
化
に
留
意
し
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。

本
書
を
貫
く
方
法
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、

日
本
と
韓
国
に
残
さ
れ
た
日
本
語
と
韓
国
語
の
文

献
を
雑
誌
や
新
聞
に
至
る
ま
で
博
捜
し
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
し
た
実
証
的
な
研
究
を
進
め
た
点
に
あ

る
。
そ
れ
は
、
日
本
人
研
究
者
の
植
民
地
主
義
と

朝
鮮
人
研
究
者
の
抵
抗
民
族
主
義
と
い
う
朝
鮮
民

俗
学
史
の
図
式
を
再
構
築
す
る
実
践
で
あ
っ
た
。

だ
が
、『
植
民
地
期
に
お
け
る
日
本
語
朝
鮮
説
話

集
の
研
究
』
に
継
い
で
、
本
書
が
日
本
語
版
で
出

さ
れ
た
以
上
は
、
こ
の
成
果
は
植
民
地
研
究
を
進

め
る
韓
国
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
無

関
心
の
ま
ま
に
来
た
日
本
の
研
究
者
に
鋭
く
向
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

思
え
ば
、
こ
う
し
た
状
況
は
朝
鮮
・
韓
国
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
日
本
で
は
、
植
民
地
の
教
科

書
は
国
語
科
教
育
史
や
日
本
語
教
育
史
に
居
場
所

が
な
く
、
植
民
地
の
説
話
集
は
日
本
民
俗
学
史
や

文
化
人
類
学
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
確
か
に
あ
っ
た
事
実
で
あ
る
の
に
、
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
放
置
し
て
歩
ん
で
き
た
の
が

戦
後
の
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
都
合
の
い

い
歴
史
観
し
か
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け

で
な
く
、そ
の
た
め
に
研
究
が
停
滞
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
は
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会

の
信
頼
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
研
究
で
あ
る
と
は

言
い
が
た
い
。

こ
う
し
た
著
者
の
た
ゆ
み
な
い
研
鑽
に
よ
っ

て
、
朝
鮮
・
韓
国
の
説
話
集
お
よ
び
説
話
を
収
録

し
た
教
科
書
の
状
況
と
そ
の
背
後
に
あ
る
思
想
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
説
話
集
や

教
科
書
の
研
究
は
一
新
を
迫
ら
れ
て
い
て
、
口
承

文
芸
研
究
に
お
い
て
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
。
だ
が
、
二
項
対
立
的
な
図
式
を
克
服
す
る
に

は
、
朝
鮮
・
韓
国
と
日
本
と
い
う
枠
組
み
を
強
固

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
超
え
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
。

本
書
に
は
台
湾
の
説
話
研
究
に
対
す
る
言
及
が

見
え
る
が
、
北
海
道
・
沖
縄
は
も
ち
ろ
ん
、
樺
太

（
サ
ハ
リ
ン
）・
台
湾
・
南
洋
群
島
・
満
州
（
中
国

東
北
部
）
の
説
話
集
や
教
科
書
に
ま
で
視
野
を
広

げ
た
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
一
人
で
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
の
で
、
各
地
域
に
関
心
を
持
つ
若
い
研
究

者
の
協
働
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
研
究
を
進

め
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
本
書
の
方
法
は
良
質
な

研
究
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

な
お
、
本
書
評
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
一
九
日

の
『
図
書
新
聞
』
に
載
っ
た
書
評
に
加
筆
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

二
〇
二
〇
年
一
二
月
、
勉
誠
出
版
刊

本
体
一
一
〇
〇
〇
円

（
い
し
い
・
ま
さ
み
／
東
京
学
芸
大
学
）


